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明日の京田辺を支えるみなさん 明日の京田辺を支えるみなさん 明日の京田辺を支えるみなさん 
市
長
に

市
長
に
久
村
久
村
哲
さ
ん
さ
ん 

市
長
に

市
長
に
久
村
久
村
哲
さ
ん
さ
ん 

市
長
に
久
村
哲
さ
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ひ

さ

む

ら

あ
き
ら 

市民の代表として活躍を 市民の代表として活躍を 市民の代表として活躍を 

13,722
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59.7013,722

投票者数 
（人） 

市長選挙 
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投票率 
（％） 

55.9321,680
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投票率 
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55.94

市議会議員 
一般選挙 

57.87

女 

男 

有
権
者
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合計 44,664 25,847

市長・市議会議員一般選挙の投票率 

  

   

    

    

    

    

①
日
本
共
産
党
・
新
②
１
③ 

薪
長
尾
谷
④
３８
 

①
無
所
属
・
新
②
１
③
大
住 

大
欠
④
58
 

①
無
所
属
・
元
②
５
③
三
山 

木
小
坂
④
68
 

①
無
所
属
・
現
②
３
③
松
井 

里
ケ
市
④
64
 

①
日
本
共
産
党
・
現
②
８
③ 

飯
岡
東
原
④
53
 

①
無
所
属
・
新
②
１
③
田
辺 

稲
葉
④
５７
 

①
無
所
属
・
元
②
９
③
草
内 

塔
ノ
上
④
７３
 

①
無
所
属
・
現
②
６
③
草
内 

沢
④
65
 

①
無
所
属
・
現
②
２
③
薪
里 

ノ
内
④
68
 

①
民
主
党
・
新
②
１
③
河
原 

北
口
④
３４
 

①
無
所
属
・
現
②
７
③
宮
津 

大
井
池
④
５９
 

①
無
所
属
・
現
②
４
③
大
住 

ケ
丘
四
丁
目
④
５５
 

①
日
本
共
産
党
・
現
②
４
③ 

薪
山
垣
外
④
５５
 

①
日
本
共
産
党
・
新
②
１
③ 

草
内
禅
定
寺
④
４８
 

①
公
明
党
・
現
②
４
③
薪
北 

町
田
④
６０
 

①
無
所
属
・
現
②
３
③
松
井 

ケ
丘
一
丁
目
④
７４
 

①
公
明
党
・
現
②
３
③
河
原 

西
久
保
田
④
６０
 

①
日
本
共
産
党
・
現
②
４
③ 

大
住
ケ
丘
五
丁
目
④
５８
 

①
無
所
属
・
元
②
４
③
山
手 

東
一
丁
目
④
５９
 

①
無
所
属
・
現
②
２
③
東
古 

森
④
５３
 

青木　綱次郎 市田　　博 

上田　　登 井上　　公 井上　　薫 

小林　喜代司 小林　正路 小林　　弘 喜多　英男 

南部　登志子 辻　　建二 橘　　雄介 塩貝　建夫 

1富　理津子 畑　　俊宏 羽原　　豊 西川　豊蔵 

①
無
所
属
・
現
②
２
③
東
西 

神
屋
④
６４ 
 

山下　勝一 水野　恭子 松本　耕治 松村　博司 

氏　　名 

①
党
派
・
現
元
新
の
別
②
当 

選
回
数
③
住
所
④
年
齢
 

当
選
者
 

（
５０
音
順
） 

①
党
派
・
現
元
新
の
別
②
当 

選
回
数
③
住
所
④
年
齢
 

当
選
者
 

（
５０
音
順
） 

２１
人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る

人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る 

２１
人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る 

京田辺市議会議員一般選挙は22人が立候補し激戦を展
開した結果、21人の新しい議員が決まりました。
当選をされた議員（現職13人・元職3人・新人5人）の

政党別内訳は、無所属13人（現職8人・元職3人・新人2
人）・日本共産党5人（現職3人・新人2人）・公明党2人
（現職2人）・民主党1人（新人1人）となりました。
今後4年間、市民のみなさんの代表として、その活躍が

期待されます。（敬称略。党派・住所などは選挙管理委員
会への立候補届け出時のものです）

任
期
満
了
に
よ
る
京
田
辺
市

長
選
挙
と
京
田
辺
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
は
、
４
月
２０
日
に
告

示
（
投
票
日
は
同
月
２７
日
）
さ

れ
、
市
長
選
挙
で
は
３
度
目
を

め
ざ
し
て
立
候
補
し
た
久
村
哲

さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
１５
年
４
月
３０

日
か
ら
４
年
間
で
す
。

久
村
さ
ん
は
昭
和
９
年
２
月

１７
日
生
ま
れ
の
６９
歳
。
立
命
館

大
学
を
卒
業
し
、
田
辺
町
社
会

体
育
協
会
会
長
や
同
町
商
工
会

副
会
長
を
歴
任
。
平
成
７
年
の

田
辺
町
長
選
挙
で
初
当
選
し
、

平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
市
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
所

は
、
薪
天
神
堂
で
す
。

選
挙
期
間
中
、
同
氏
は

『「
あ
な
た
と
共
に
ま
ち
づ
く

り
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

安
全
・
安
心
・
活
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
』
を
訴
え
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

な
お
、
両
選
挙
の
投
票
率
な

ど
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

市長選挙で3度目の当選を決めた
久村哲さん

現職13人・元職3人・新人5人市議会

３
度
目
の
当
選
決
め
る

「
あ
な
た
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
」
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保証協会に支払っ
た保証料の4分の1
（限度額25万円） 

対象制度名 申請期間 

毎年1月ま
たは2月で
市長が指定
する日 

交付額 

保証協会に支払っ
た保証料の2分の1
以内（ただし、平
成15年度は全額補
給） 

・年利1％　 
・交付期間は 
36か月 

3・6・9・
12月の年4
回 

融資を受け
た日から60
日以内 

府の中小企業
振興融資制度
及び小企業特
別融資制度 

府の中小企業
振興融資制度
及び小企業特
別融資制度 

府の中小商業
活性化促進特
別融資制度 

・市内に住所及び事業所 
を有していること 
・市税の滞納がないこと 
・1,250万円以内の融資 

・市内に住所及び事業所 
を有していること 
・市税の滞納がないこと 
・5,000万円以内の融資 

・市内に住所及び事業所 
を有していること 
・市税の滞納がないこと 
 

・年利1％　 
・交付期間は 
36か月 
 

毎年1月ま
たは2月で
市長が指定
する日 

交付対象者 

・市内に住所及び事業所 
を有していること 
・市税の滞納がないこと 
・1,250万円以内の融資 

国民生活金融
公庫の小企業
等経営改善資
金融資制度 

 

保

証

料

補

給

 

利

子

補

給

 

平成15年度　保証料および利子補給制度 

 

 

 

市
は
、
市
内
中
小
企
業
者

の
負
担
軽
減
と
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
、
府
の
中
小
企

業
振
興
融
資
制
度
お
よ
び
小

企
業
特
別
融
資
制
度
で
資
金

を
借
り
入
れ
た
人
に
対
し
、

保
証
料
補
給
や
利
子
補
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月

か
ら
は
、
国
民
生
活
金
融
公

庫
の
小
企
業
等
経
営
改
善
資

金
融
資
制
度（
マ
ル
経
融
資
）

を
利
用
さ
れ
た
人
に
も
利
子

補
給
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
は
、
市

税
の
納
付
が
新
た
な
要
件
と

し
て
加
わ
り
、
納
税
証
明
書

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。申

請
時
期
や
交
付
額
、
対

象
者
な
ど
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
４
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

年　金 水　道 下水道 国　際 
交　流 

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納

付
特
例
は
、
学
生
本
人
の
前
年

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
時
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の

で
す
。
承
認
期
間
は
、
申
請
の

あ
っ
た
月
の
「
前
月
か
ら
」
と

な
り
ま
す
の
で
、
４
月
か
ら
承

認
を
受
け
る
時
は
、
必
ず
５
月

末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

届
け
出
が
遅
れ
た
時
は
、
承

認
前
の
期
間
に
保
険
料
を
納
め

て
い
な
け
れ
ば
「
未
納
期
間
」

と
な
り
ま
す
。
事
故
や
病
気
で

障
害
が
残
っ
た
時
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
事
が
出
来
な

学
生
納
付
特
例
制
度
と
保
険

料
免
除
制
度
（
全
額
・
半
額
）

の
平
成
１４
年
度
免
除
承
認
者
に

は
、
制
度
の
案
内
と
申
請
書
を

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

郵
送
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
の
平
成
１５
年

度
保
険
料
免
除
（
全
額
・
半
額
）

申
請
受
け
付
け
を
、
７
月
１
日

�
か
ら
始
め
ま
す
。

免
除
申
請
年
度
は
７
月
か
ら

翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
承
認
の

期
間
は
、
申
請
の
あ
っ
た
月
の

「
前
月
か
ら
」
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

平
成
１４
年
度
に
承
認
を
受
け

た
人
は
、
１５
年
６
月
ま
で
承
認

さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
の
で
、

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

送
付
さ
れ
て
い
る
免
除
申
請
承

認
通
知
書
を
確
認
の
上
、
７
月

に
入
っ
て
か
ら
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

免
除
申
請
は
、
国
保
年
金
課

で
随
時
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税　税  相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 

　税 

国　際 
交　流 

軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請
は
５
月
２６
日
ま
で

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
軽

自
動
車
を
所
有
し
、
次
に
該
当

す
る
人
は
、
減
免
申
請
を
行
う

こ
と
で
、
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
】

公
益
減
免
＝
公
益
の
た
め
直

接
専
用
す
る
も
の

身
体
障
害
者
な
ど
に
対
す
る

減
免
＝
身
体
障
害
者
ま
た
は
精

神
障
害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
な
ど
（
身
体
障
害
者
で
年
齢

１８
歳
未
満
の
人
ま
た
は
精
神
障

害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

固
定
・
軽
自
動
車
税

納
付
お
忘
れ
な
く

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期

分
と
軽
自
動
車
税
の
納
付
月
で

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
を
含

み
ま
す
）
で
、
当
該
身
体
障
害

者
ま
た
は
当
該
身
体
障
害
者
等

の
通
学
・
通
院
も
し
く
は
生
活

す
る
た
め
に
身
体
障
害
者
等
と

生
計
を
一
に
す
る
人
が
運
転
す

る
も
の
と
し
、
１
人
の
身
体
障

害
者
な
ど
に
つ
い
て
、
１
台
限

り
を
減
免
の
対
象
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
ら
れ
る
人
は
軽
自
動
車

税
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。【

申
請
方
法
】

公
益
減
免
＝
税
務
課
に
備
え

付
け
の
減
免
申
請
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
押
印
の
上
、
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
と
一
緒

に
、
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。身

体
障
害
者
等
に
対
す
る
減

免
＝
税
務
課
に
備
え
付
け
の
減

免
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

市は不況対策の緊急支援事業として、市民が市内の施工
業者で自宅修繕や補修工事などを行う時に、工事費用の10
㌫で最高10万円（ただし、千円未満は切り捨て）を助成し
ます。
対象工事＝住宅の修繕や補修、壁紙・外壁などの模様替

え、住宅に附属する駐車場の設置や修繕、敷地内のフェン
ス設置など、住宅機能の維持向上のために行う費用が30万
円（消費税別）以上の工事で、交付決定通知後に工事着工
し、平成16年3月31日�までに完了するもの。
対象者＝本市に住民登録または外国人登録し、市内に継

続して１年以上居住し、申請時に市税の滞納や市の各種融
資償還が滞ってなく、昨年度に同助成を受けていない人
対象住宅＝申請者が自己の居住用として市内に所有する

住宅やマンションなど。集合住宅は専有部分のみ、店舗・
事務所との併用住宅は住居部分のみが対象となります。
申込方法＝往復はがきの往信用に「不況対策緊急支援助

成希望」と住所・氏名・電話番号・概算工事金額・施工業
者名（市内業者）を、返信用の表に住所・氏名を書いて送
付してください。
市が助成候補者と認めた時は、申請書類を送付します。
なお、既に着手されている工事は対象となりません。
申込期間＝6月16日�～7月22日�（消印有効）
申込・問合せ先＝産業振興課（〒610-0393京田辺市田辺

80、�64-1364）

マ
ル
経
融
資
利
用
者
に
も
利
子
補
給

住宅の修繕・補修に助成 住宅の修繕・補修に助成 
工事費の1割で最高10万円

統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

市
は
、
各
種
統
計
調
査
員
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
に
在
住
す

る
１８
〜
６０
歳
の
人
で
調
査
に
熱

意
が
あ
る
人
。（
自
動
車
・
バ

イ
ク
が
運
転
で
き
、
市
南
部
地

域
を
ま
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
人

を
特
に
歓
迎
し
ま
す
）

仕
事
内
容
＝
▼
調
査
票
の
配

布
・
回
収
▼
調
査
書
類
の
審
査

学
生
納
付
の
特
例
は

学
生
納
付
の
特
例
は 

申
請
月
の
前
月
か
ら

申
請
月
の
前
月
か
ら 

学
生
納
付
の
特
例
は 

申
請
月
の
前
月
か
ら 

社
保
事
務
所
か
ら 

申
請
書
を
郵
送 

本
年
度
の
免
除 

申
請
は
７
月
か
ら 

学
生
納
付
の
特
例
は 

申
請
月
の
前
月
か
ら 

社
保
事
務
所
か
ら

社
保
事
務
所
か
ら 

申
請
書
を
郵
送

申
請
書
を
郵
送 

社
保
事
務
所
か
ら 

申
請
書
を
郵
送 

本
年
度
の
免
除 

申
請
は
７
月
か
ら 

学
生
納
付
の
特
例
は 

申
請
月
の
前
月
か
ら 

社
保
事
務
所
か
ら 

申
請
書
を
郵
送 

本
年
度
の
免
除

本
年
度
の
免
除 

申
請
は
７
月
か
ら

申
請
は
７
月
か
ら 

本
年
度
の
免
除 

申
請
は
７
月
か
ら 

中小企業の中小企業の 
経営安定化経営安定化 
中小企業の 
経営安定化 

市
税
納
税
証
明
の
添
付
が
必
要
で
す

て
、
押
印
の
上
、
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書
と
一
緒
に
同
課
へ

提
出
す
る
と
と
も
に
身
体
障
害

者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
で
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人
は
、
戦
傷
病
者
手
帳
）、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
、
お
よ
び
身
体

障
害
者
ま
た
は
身
体
障
害
者
な

ど
と
生
計
を
一
に
す
る
人
の
運

転
免
許
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。【

申
請
期
間
】

５
月
１
日
�
〜
２６
日
�

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

税
務
課
（
�
６４
・
１
３
１
６
）

す
。固

定
資
産
税
は
、
今
年
の
１

月
１
日
現
在
に
お
い
て
土
地
や

建
物
を
所
有
さ
れ
て
い
た
人
、

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
に
お
い
て
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
さ
れ
て
い
た
人

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
各
納
付
月
の

翌
月
に
督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
督
促
状
を
発
送
し
た
際
は
、

本
税
と
は
別
に
督
促
手
数
料
と

し
て
２
０
０
円
を
加
算
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
延
滞
金
も
徴
収

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
な
ど

は
、
分
割
納
付
な
ど
の
納
付
方

法
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。
未
納
の
ま
ま

放
置
し
な
い
で
お
早
く
納
付
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
税
務
課
（
�

６４
・
１
３
１
８
）

ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保
年

金
課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）

く
な
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
国
保
年

金
課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）

本
年
度
も
「
市
か
ら
」
郵
送

さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
し
た

が
、「
京
都
南
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
」
に
変
更
と
な
り
、
市

か
ら
は
郵
送
し
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
両
申

請
書
は
国
保
年
金
課
に
も
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）
▼
京
都

南
社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
７

５
・
６
４
３
・
３
５
４
１
）

提
出
▼
研
修
・
施
設
見
学
会
な

ど
申
込
方
法
＝
政
策
推
進
課
に

備
え
付
け
の
「
京
田
辺
市
統
計

調
査
員
登
録
カ
ー
ド
」
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
同
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
６
月
３０
日
�

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３
京
田

辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１
３
１

０
）

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター 
   　または三山木福祉会館） 
いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 
？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

支援費制度の利用を 支援費制度の利用を 
障害者 障害者 

障
害
者
が
自
ら
利
用
し
た
い

サ
ー
ビ
ス
を
選
び
、
事
業
者
と

対
等
な
立
場
で
契
約
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
「
支
援
費
制

度
」
が
４
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
介
護

保
険
で
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
と
同

じ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時

は
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
は
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
２
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
児
童
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
援
費
制
度
の
利
用
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
社
会
福
祉
課
（
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
児
童
福
祉

課
）
で
情
報
収
集
や
相
談
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
�
０
７
５
・
９
７
２
・

２
８
８
０)

や
地
域
療
育
支
援

セ
ン
タ
ー
（
�
５４
・
３
１
０
９
）

で
も
情
報
収
集
な
ど
が
で
き
ま

す
。利

用
を
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
選
び
、
種
類
ご
と
に
社
会
福

祉
課
へ
支
援
費
の
支
給
申
請
を

行
い
ま
す
。
本
人
が
申
請
で
き

な
い
時
は
、
保
護
者
で
も
申
請

が
で
き
ま
す
。

申
請
の
受
付
後
、
社
会
福
祉

課
職
員
（
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、
児
童
福
祉
課
職
員
）
が
、

利
用
者
や
保
護
者
・
施
設
職
員

な
ど
に
、
日
常
生
活
の
様
子
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
に
つ
い
て

聴
き
取
り
調
査
を
行
い
、
支
援

費
の
支
給
決
定
の
可
否
を
判
断

し
ま
す
。

支
給
が
適
切
と
認
め
ら
れ
た

時
は
、
支
給
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
量
や
期
間
、
利
用
者
負
担
額

な
ど
を
決
定
し
ま
す
。

支
給
決
定
の
後
に
、
決
め
ら

れ
た
内
容
が
書
か
れ
た
「
受
給

者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
は
受
給
者
証
が
交
付

さ
れ
た
ら
、
利
用
を
希
望
す
る

事
業
者
や
施
設
に
受
給
者
証
を

示
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す

る
契
約
を
し
ま
す
。
事
業
者
な

ど
が
府
か
ら
指
定
を
受
け
て
い

る
か
ど
う
か
、
再
度
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
現
在
、
利
用
可
能

な
居
宅
介
護
お
よ
び
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
所
は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。

契
約
を
結
ぶ
と
事
業
者
な
ど

か
ら
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
関
す
る

重
要
事
項
説
明
書
（
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
苦
情
相
談
窓
口
な
ど
が

明
記
さ
れ
た
も
の
）
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

利
用
者
は
、
契
約
に
基
づ
き

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

表１　支援費制度の対象サービス 

※1　現在のところ事業者がないため利用できません。 
※2　全身性障害者とは、肢体不自由1級に該当し、両上肢・下肢の機能に障害の 
ある人。またはこれに準ずる人 

居宅生活支援サービス 

主

な

内

容

 

施設訓練等支援サービス 

・居宅介護サービス 
　　身体介護・家事援助 
　　「ホームヘルプサービス」 
　移動介護 
「視覚ガイドヘルパー派遣」 
「知的障害者ガイドヘルパー　
　派遣」（※1） 
「全身性ガイドヘルパー派遣」 

　日常生活支援全身性障害者 
（※2）に対する身体介護や見 
守りなど 

・デイサービス 
・短期入所 
・グループホーム（知的障害者のみ） 

更生施設 

療護施設（身体障害者のみ） 

授産施設 

通勤寮（知的障害者のみ） 

国立コロニー（同） 

表2　利用可能な居宅介護・デイサービス事業所 

身体障害者 
知的障害者 
障 害 児  

身体障害者 

身体障害者 移動介護 

身体介護 
家事援助 

京田辺市社会福祉協議会 
京田辺市興戸犬伏5ー8 

�65-3550　�65-4962

社団法人京都府視覚障害者協会南部地域ガイド
センター 
城陽市寺田三度坂130　鴻の巣会館2階 

�　58-2212　�　58-2322

デイサービスセンター「すいんぐ」 
城陽市枇杷庄中奥田49-1 
�　58-0622　�　58-0623

デイサービスセンター「あっぷ」 
城陽市観音堂甲畑1-2 
�　54-4508　�　54-4509

医療法人正信会　ヘルパーステーション愛 
城陽市富野乾垣内107　大西ガーデンハイツ112・113 

�　56-1531　�　56-1532 
本市でのサービスエリアは、一部地域のみです。 

デイサービス 

障 害 児  
京田辺市立田辺児童館 
京田辺市田辺鳥本102 
�　63-1081　�　65-2106

知的障害者 
利
用
し
た
月
ご
と
に
、
受
給

者
証
に
書
か
れ
た
利
用
者
負
担

額
を
事
業
者
や
施
設
へ
直
接
支

払
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
額
は
、
今
ま
で

市
へ
納
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
者
負
担
額
は
、
ま
ず
利

用
者
本
人
（
障
害
を
持
つ
人
）

が
負
担
能
力
に
応
じ
て
利
用
者

負
担
額
を
支
払
い
ま
す
。
不
足

分
は
、
負
担
能
力
に
応
じ
て
主

た
る
扶
養
義
務
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
倉
日
出
子
さ
ん
と
川
崎
眞

佐
昭
さ
ん
が
、
４
月
１
日
付
け

で
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委

員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
２
年
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
や
特

殊
法
人
の
仕
事
・
京
都
府
や
市

が
国
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
補
助

金
を
受
け
て
い
る
仕
事
に
つ
い

て
、「
処
理
や
説
明
に
納
得
で

き
な
い
」「
手
続
き
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
の
相
談
を
み

な
さ
ん
か
ら
お
受
け
し
て
い
ま

す
。

相
談
は
、
定
例
相
談
（
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜
日
）
ま
た
は

自
宅
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
（
敬
称

略
）
＝
▼
安
倉
日
出
子
（
松
井

里
ケ
市
４３
（
�
６２
・
０
１
５
２
）

▼
川
崎
眞
佐
昭
（
多
々
羅
新
宮

前
７
・
３
（
�
６２
・
２
２
８
７
）

問
合
せ
先
＝
▼
広
報
広
聴
課

（
�
６２
・
４
３
４
３
）
▼
京
都

行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

（
�
０
７
５
・
２
１
１
・
１
１

０
０
）

障
害
者
対
象
の
相
談

市
は
、
障
害
を
持
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
の
活
性
に

補
助
金
を
交
付

市
は
、
地
域
振
興
と
活
性
化

の
推
進
に
寄
与
す
る
組
織
で
積

極
的
に
地
域
活
動
を
行
う
団
体

に
ふ
る
さ
と
活
性
化
推
進
事
業

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体
＝
経
済
・
産

業
・
文
化
・
観
光
な
ど
の
活
動

を
通
じ
て
広
く
地
域
振
興
と
活

性
化
の
推
進
に
寄
与
し
た
、
お

お
む
ね
１０
人
以
上
の
地
域
住
民

で
構
成
さ
れ
る
団
体

補
助
金
額
＝
予
算
の
範
囲
内

で
、
総
額
の
２
分
の
１
以
内
。

な
お
、
他
の
制
度
で
補
助
な
ど

を
受
け
て
い
る
時
は
、
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
広
報
広
聴
課

（
�
６４
・
１
３
２
０
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

福　祉 

水　道 下水道 国　際 
交　流 

赤
十
字
の
社
員
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部

は
、
５
月
１
日
�
か
ら
府
内
一

斉
に
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
社
員
と
は
、
一
般
企

業
な
ど
の
社
員
と
は
違
い
赤
十

字
の
事
業
や
目
的
に
賛
同
し
、

社
員
に
加
入
・
登
録
し
て
社
費

を
年
額
５
０
０
円
以
上
納
め
て

い
た
だ
け
る
人
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
な
お
、
年
額
５
０
０
円

未
満
の
人
は
、
寄
附
金
と
し
て

活
動
資
金
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

赤
十
字
の
災
害
救
護
活
動
や

救
急
法
・
家
庭
看
護
法
の
普

及
、
血
液
事
業
の
推
進
な
ど
は
、

こ
の
社
員
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
や
紛

争
あ
る
い
は
災
害
な
ど
で
苦
し

む
人
々
に
救
援
の
手
を
差
し
延

べ
る
な
ど
、
国
の
内
外
を
問
わ

人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
相
談

を
行
い
ま
す
。

相
談
員
は
障
害
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
で
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
５
月
１４
日
�
午
後
２

時
〜
４
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先
＝
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
０
７

５
・
９
７
２
・
２
８
８
０
、
�

０
７
５
・
９
８
２
・
２
３
４

０
）

ず
広
域
的
な
活
動
も
し
て
い
ま

す
。一

人
で
も
多
く
の
人
に
赤
十

字
社
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

事
業
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
年
度
か
ら
日
本
赤
十
字
社

社
員
制
度
の
確
立
を
目
指
し

て
、
５
０
０
円
以
上
の
社
費
に

ご
協
力
を
い
た
だ
く
時
で
も
、

社
員
に
登
録
さ
れ
る
か
ど
う
か

の
意
思
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
１
）

行政相談委員

安
倉
・
川
崎
両
氏
に
委
嘱

相
談
は
自
宅
で
も

自ら選び事業者と対等に契約

相
談
は
社
会
福
祉
課
で

情
報
収
集
と
相
談 

申
請
と
受
付 

支
援
費
の
支
給
決
定 

受
給
者
証
の
交
付 

契
約
の
申
込 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

負
担
額
支
払
い
は 

事
業
者
や
施
設
へ 

契
　
　
　
約 



広 報 　 き ょ う た な べ広 報 　 き ょ う た な べ＜ 5 ＞ 平成15年（2003年）5月1日

 　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

交
通
遺
児
奨
学
金

申
請
は
５
月
末
ま
で

交
通
遺
児
奨
学
金
は
、
府
か

ら
陸
・
海
・
空
の
交
通
事
故
で

親
な
ど
を
亡
く
さ
れ
た
乳
幼

児
・
小
・
中
・
高
校
生
な
ど
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
年
額
（
１
人
）
＝
▼
乳

幼
児
…
１
万
１
０
０
０
円
▼
小

学
生
…
２
万
１
５
０
０
円
▼
中

学
生
…
４
万
３
０
０
０
円
▼
高

校
生
…
６
万
４
０
０
０
円
▼
入

学
支
度
金
（
高
校
１
年
生
を
対

象
）
…
３
万
５
０
０
０
円

た
だ
し
、
他
の
府
奨
学
金
と

同
時
に
は
、
受
給
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

し
め
き
り
＝
５
月
３０
日
�

申
請
・
問
合
せ
先
＝
児
童
福

祉
課
（
�
６４
・
１
３
７
７
）

市
は
、
よ
り
開
か
れ
た
市
政

の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
１０

年
１０
月
か
ら
情
報
公
開
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

１５
年
１
月
か
ら
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
個
人
情
報
の
開

保
育
士
の
資
格
が

登
録
制
に
変
更

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
、
平
成
１５
年
１１
月

２９
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
現
在
、
保
育

士
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
も
、

都
道
府
県
知
事
に
登
録
す
る
必

要
が
あ
り
、
知
事
か
ら
保
育
士

証
が
交
付
さ
れ
て
初
め
て
保
育

士
と
し
て
名
乗
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

府
が
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る

相
談
電
話
を
新
設

府
は
、
４
月
１
日
か
ら
夫
・

恋
人
な
ど
か
ら
の
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
＝
Ｄ
Ｖ
）
に
関
す
る
専
門
相

談
電
話
「
Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ

ン
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

市
が
行
う
、「
女
性
の
相
談

室
」
と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。開

催
日
＝
水
・
日
曜
日
を
除

く
毎
日

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午
・

午
後
１
時
〜
５
時

電
話
番
号
＝
０
７
５
・
６
９

２
・
３
２
２
８

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

市
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
に

入
っ
て
い
な
い
子
ど
も
と
そ
の

親
を
対
象
に
毎
月
２
回
（
１
月

は
１
回
・
８
月
は
休
み
）、
市

ゆ
ず
り
ま
す

①
ピ
ア
ノ
（
有
料
）
②
ハ
イ

ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア
ー

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

ワ
ー
プ
ロ
（
和
文
タ
イ
プ
）

受
付
開
始
日
＝
５
月
６
日
�

http://www.kyotanabe.jp

リサイクルリサイクル 
情　　　報情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

リサイクル 
情　　　報 

水　道 下水道 国　際 
交　流 

森林ボランティアを募集 森林ボランティアを募集 
里山で下草刈りやシイタケ栽培

示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１４
年
度
中
の
利
用
状
況
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
の

利
用
状
況

請
求
（
申
出
）
件
数
＝
２７
件

実
施
機
関
別
の
請
求
（
申
出
）

件
数
＝
▼
市
長
…
２２
件
▼
議
会

…
２
件
▼
教
育
委
員
会
…
３
件

▼
そ
の
他
の
実
施
機
関
（
選
挙

管
理
委
員
会
・
公
平
委
員
会
・

監
査
委
員
・
農
業
委
員
会
・
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
・
水

道
事
業
管
理
者
）
…
０
件

請
求
（
申
出
）
者
数
＝
１３
人

開
示
な
ど
の
状
況
＝
▼
開
示

…
８
件
▼
一
部
開
示
…
１３
件
▼

非
開
示
…
０
件
▼
文
書
不
存
在

…
６
件
▼
不
服
申
立
て
の
状
況

…
０
件

個
人
情
報
の

開
示
な
ど
の
利
用
状
況

請
求
件
数
＝
１
件
（
▼
開
示

…
１
件
▼
訂
正
・
削
除
・
利
用

な
ど
の
中
止
…
０
件
）

実
施
機
関
別
の
請
求
件
数
＝

▼
市
長
…
１
件
▼
議
会
…
０
件

▼
教
育
委
員
会
…
０
件
▼
そ
の

他
の
実
施
機
関
（
選
挙
管
理
委

員
会
・
公
平
委
員
会
・
監
査
委

員
・
農
業
委
員
会
・
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
・
水
道
事
業

管
理
者
）
…
０
件

請
求
者
数
＝
１
人

開
示
な
ど
の
状
況
＝
▼
開
示

…
１
件
▼
一
部
開
示
…
０
件
▼

非
開
示
…
０
件
▼
文
書
不
存
在

等
…
０
件
▼
不
服
申
立
て
の
状

況
…
０
件

問
合
せ
先
＝
総
務
課
（
�

６４
・
１
３
２
６
）

立
保
育
所
で
保
育
所
体
験
事
業

を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
保
育
所
児
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
保
育
士
が
子
育
て

に
つ
い
て
の
相
談
を
行
う
も
の

で
す
。

お
茶
な
ど
必
要
な
人
は
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
育
所
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
。

実
施
日
＝
▼
５
月
…
１
・
１５

日
▼
６
月
…
５
・
１９
日
▼
７
月

…
３
・
１７
日
▼
９
月
…
４
・
１８

日
▼
１０
月
…
２
・
１６
日
▼
１１
月

…
６
・
２０
日
▼
１２
月
…
４
・
１８

日
▼
１６
年
１
月
…
１５
日
▼
同
年

２
月
…
５
・
１９
日
▼
同
年
３
月

…
４
・
１８
日
の
い
ず
れ
も
金
曜

日
時
間
＝
午
前
１０
時
〜
１１
時

場
所
＝
草
内
・
三
山
木
・
南

山
保
育
所

申
込
先
＝
▼
草
内
保
育
所

（
�
６２
・
１
０
５
４
）
▼
三
山

木
保
育
所
（
�
６２
・
２
０
５
５
）

▼
南
山
保
育
所
（
�
６２
・
３
６

４
１
）

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

草
内
・
三
山
木
・
南
山
保
育
所
で

在
所
児
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

こ
の
登
録
は
必
ず
し
も
行
う

必
要
は
な
く
、
登
録
を
し
な
く

て
も
保
育
士
の
資
格
が
な
く
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
今
後
、

保
育
士
の
仕
事
に
就
こ
う
と
考

え
て
い
る
人
は
、
就
職
前
ま
で

に
登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

申
請
方
法
＝
児
童
福
祉
課
に

に
備
え
付
け
の
「
保
育
士
登
録

の
手
引
き
」
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
登
録
事
務
処
理
セ
ン

タ
ー
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
＝
５
月
１
日
�
か

ら
申
請
・
問
合
せ
先
＝
登
録
事

務
処
理
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
渋

谷
区
渋
谷
１
丁
目
１
番
８
号
青

山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ル
、
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
０

４
１
９
４
３
、
�
０
３
・
５
４

８
５
・
３
１
３
３
、
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス

http://w
w
w
.hoikushi.

jp

）

を
受
け
、
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
会

員
に
な
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

た
。「
健
康
食
品
を
飲
む
こ
と

で
医
者
に
か
か
ら
ず
に
済
み
、

ま
た
同
食
品
を
知
人
に
勧
め
売

れ
ば
自
分
の
儲
け
に
な
る
。」

と
の
内
容
で
、
ま
ず
、
同
グ

ル
ー
プ
の
会
員
に
な
る
た
め
４０

万
円
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
た
。

契
約
し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う

か
』
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
儲
か
る
・
健
康
に

な
る
と
言
う
話
し
を
友
人
や
家

族
・
知
り
合
い
に
勧
め
て
、
商

品
の
販
売
や
会
員
へ
の
加
入
の

契
約
を
広
め
て
い
く
「
マ
ル
チ

商
法
（
連
鎖
販
売
取
引
）」
と

い
う
も
の
で
、
若
者
の
間
で
は

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
」

け
い
は
ん
な
茶
会
と

文
化
学
術
講
演
会

【
開
催
日
】

５
月
２４
日
�

【
会
場
】

国
際
高
等
研
究
所
（
木
津
町
）

【
内
容
】

◎
講
演
会

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
テ
ー
マ
＝
「
茶
壺
の
美
と
は
」

講
師
＝
徳
川
美
術
館
館
長
の

徳
川
義
宣
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

◎
「
茶
会
」
と
「
お
点
前
体

験
コ
ー
ナ
ー
」

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
〜
午

後
３
時
３０
分
（
た
だ
し
、
講
演

会
開
催
中
は
休
止
し
ま
す
）

茶
席
担
当
＝
裏
千
家
正
教
授

の
本
間
宗
壽
さ
ん

参
加
費
＝
１
席
５
０
０
円

【
定
員
】
い
ず
れ
も
先
着
１

５
０
人

【
申
込
方
法
】

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

と
「
講
演
会
」「
茶
会
」「
お
点

前
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
の
希
望

コ
ー
ス
を
書
い
て
、
１
人
１
通

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

国
際
高
等
研
究
所
「
茶
会
と

講
演
会
」
係
（
〒
６
１
９
・
０

２
２
５
木
津
町
木
津
川
台
９
・

３
、
�
７３
・
４
０
０
０
、
�

７３
・
４
０
０
５
、
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
…lec2@

iias.or.jp

）

市
は
、「
共
育
の
森
づ
く
り
事
業
」
を
行

う
た
め
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。内

容
は
、
普
賢
寺
地
域
の
身
近
な
里
山

林
を
借
り
て
下
草
刈
り
や
竹
や
ぶ
の
整
地

を
行
い
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
や
タ
ケ
ノ
コ
堀

り
体
験
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

実
施
場
所
＝
普
賢
寺
地
内
の
山
林

応
募
資
格
＝
現
地
集
合
で
き
る
、
市
内

に
在
住
す
る
大
学
生
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
１０
人
程
度
（
申
込
多
数
の

時
は
、
抽
選
し
ま
す
）

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
「
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
」
を
、
返
信
用
の

表
に
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
５
月
１２
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課
（
〒

６
１
０
・
０
３
９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、

�
６４
・
１
３
６
４
）

情
報
公
開
と
個
人
情
報
の
開
示

14年度

昨年行われた保育所体験事業（草内保育所）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業
振

興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

利
用
状
況
ま
と
ま
る

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

消
費
生
活
相
談
を

毎
週
水
・
金
曜
日
に

市
は
、
毎
週
水
・
金
曜
日
に

「
消
費
生
活
相
談
」
を
開
い
て

い
ま
す
。
契
約
な
ど
に
不
安
を

感
じ
た
り
迷
っ
た
時
は
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜

日
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６
会
議

室
問
合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

京
田
辺
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

市役所内の案内図も掲載しています
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市
は
、
み
な
さ
ん
の
生
活
の

一
助
と
し
て
消
費
生
活
に
関
す

る
色
々
な
問
題
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

今
月
号
は
、「
マ
ル
チ
商
法
」

市
は
、
各
種
健
診
の
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

内
容
・
対
象
・
費
用
な
ど
＝

問診・便潜血検査 

検診車によるレントゲン 
撮影・保健指導 

問診・身体計測・血圧測定
・血検査・診察など 

血液検査（Ｃ型肝炎ウイル
ス検査・ＨＢｓ抗原検査） 

40歳以上の人 
（昭和38年生以前） 

30歳以上の 
女性 

（昭和48年生以前） 

個別検診　11月 

集団検診　9月～10月 問診・視診・触診・ 
保健指導・マンモグラフィ 

問診・視診・触診・保健指導 

視・触診は
無料 

マンモグラ
フィは 
400円 

無　料 

婦人科内診・細胞診 

実施期間 内　　容 

10月～16年1月 

16年1月 

65～40歳 
（昭和13～38年生）

70歳 
（昭和8年生） 

40歳以上の人 
（昭和38年生以前） 

・40～64歳 
　6月2日 •～7月31日 ”

・65歳以上 
　8月1日 »～9月30日 ‚ 

無　料 

800円 

無　料 7月 骨強度測定・栄養指導・ 
運動実技指導・保健指導 

500円 

費用 

無　料 

基本健康診査 

肝炎ウイルス 
検診 

対象者 

胃がん検診 

健診名 

大腸がん検診 

骨粗しょう症 
予防検診 

乳がん検診 

子宮がん検診 

69～40歳 
の女性 

（昭和9～38年生） 

市 が 行 う 各 種 健 診 事 業  

左
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
４
月
１
日
付
け

の
「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」
と

一
緒
に
お
配
り
し
た
「
各
種
健

診
」
の
申
し
込
み
は
が
き
に
、

必
要
事
項
を
書
い
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

同
は
が
き
が
な
い
人
は
、
官

製
は
が
き
に
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
・
世
帯
主

の
名
前
と
希
望
す
る
健
診
名

（
上
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
を

書
い
て
健
康
推
進
課
へ
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

各
種
健
診
の
申
込
用
紙
は
▼

三
山
木
福
祉
会
館
（
�
６２
・
０

５
７
１
）
▼
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー
（
�
６３
・
７
９
５
５
）
▼

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
（
�
６４
・

８
８
１
０
）
▼
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑
（
�
６２
・
３
６
４

３
）
▼
中
央
図
書
館
（
�
６５
・

２
５
０
０
）
で
配
布
し
て
い
ま

す
。し

め
き
り
＝
５
月
３１
日
�

注
意
事
項
＝
▼
基
本
健
康
診

査
…
今
年
、
４０
・
５０
歳
の
女
性

（
昭
和
３８
・
２８
年
生
ま
れ
）
と

６０
歳
（
同
１８
年
生
ま
れ
）、
６５

歳
以
上
（
同
１３
年
以
前
生
ま
れ
）

の
人
は
、
市
か
ら
基
本
健
康
診

査
の
受
診
票
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
基
本
健
康
診
査
の
み
の

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

▼
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
…
同
検

診
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ

ん
。
必
ず
基
本
健
康
診
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
検
診
は

平
成
９
年
か
ら
行
っ
て
い
た

「
肝
が
ん
予
防
検
診
」
に
代
わ

る
も
の
で
、
一
度
受
診
し
た
人

は
繰
り
返
し
受
診
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
以
前
に

同
検
診
を
受
け
た
人
や
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
で
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
て
い
る
人
や
経
過
を
見

て
も
ら
っ
て
い
る
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
▼
胃
が
ん
検
診
…
過

去
に
胃
の
手
術
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人
や
妊
娠
中
の
人
は
受

診
で
き
ま
せ
ん
▼
子
宮
が
ん
検

診
…
市
外
（
京
都
府
下
の
み
）

で
の
医
療
機
関
を
希
望
す
る
人

は
、
医
療
機
関
名
を
書
い
て
く

だ
さ
い
▼
乳
が
ん
検
診
…
３０
〜

４９
歳
の
人
や
昨
年
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
を
受
け
た
人
は
、
集
団
検

診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
で
日
時
指

定
）
か
、
個
別
検
診
（
市
内
指

定
医
療
機
関
で
指
定
期
間
内
）

の
ど
ち
ら
か
を
必
ず
選
ん
で
く

だ
さ
い
。
５０
歳
以
上
の
人
は
２

年
に
１
回
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
を
行
い

ま
す
の
で
、
集
団
検
診
の
み
と

な
り
ま
す
▼
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
検
診
…
現
在
治
療
中
、
ま
た

は
こ
れ
ま
で
に
検
診
で
「
精
密

検
査
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
人

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
検
診
で
、
異
常
な
し
と
言

わ
れ
た
人
は
３
〜
５
年
毎
を
め

ど
に
、
ま
た
、
５０
歳
前
後
の
更

年
期
に
あ
た
る
人
は
、
１
・
２

年
毎
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推

進
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９
３

京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�
６４
・
１

３
３
５
）

連
鎖
で
増
え
る
マ
ル
チ
商
法

連
鎖
で
増
え
る
マ
ル
チ
商
法 

連
鎖
で
増
え
る
マ
ル
チ
商
法 

で
す
。

マ
ル
チ
商
法

２０
代
の
若
者
か
ら
『
友
だ
ち

か
ら
お
金
が
儲
か
る
と
の
説
明

健康管理は健診から 健康管理は健診から 

府
議
会
選
挙
の
投
票
率

４
月
１３
日
に
行
わ
れ
た
府
議

会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
率
は

次
の
と
お
り
で
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
＝
４
万
４

千
５
６
３
人

投
票
者
総
数
＝
２
万
５
６
３

人
投
票
率
＝
４６
・
０３
�

問
合
せ
先
＝
選
挙
管
理
委
員

会
（
総
務
課
内
、
�
６４
・
１
３

２
６
）

しめきり
5月31日 肝炎ウイルスや胃がんなど

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
契
約
の
解
約

市
は
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
５
月
１
日

�
か
ら
発
信
を
始
め
ま
し
た
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
平

成
９
年
４
月
の
市
制
移
行
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
全
国

に
発
信
し
よ
う
と
、
同
年
３
月

に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
職
員
の
手

作
り
で
大
き
く
分
け
て
３
項
目

し
か
な
い
単
純
で
簡
単
な
も
の

で
し
た
。

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

「
市
民
に
役
立
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
〜
市
民
手
帳
電
子
版
〜
」
を

テ
ー
マ
に
作
成
。
暮
ら
し
の
情

報
や
市
役
所
内
で
の
各
種
手
続

き
方
法
な
ど
を
種
類
ご
と
に
分

類
し
、
利
用
者
の
使
い
や
す
さ

を
最
優
先
し
ま
し
た
。

市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
感

想
や
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
広
報
広
聴
課

（
�
６４
・
１
３
２
０
、
電
子

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

kouhou@
kyotanabe.jp

）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

契
約
を
し
て
し
ま
っ
て
解
約

を
し
た
い
時
、「
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
」
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

「
マ
ル
チ
商
法
」
の
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
期
間
は
２０
日
間
で
す
。

契
約
書
面
が
交
付
さ
れ
た
日

ま
た
は
、
商
品
が
届
い
た
日
の

い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
２０
日
間

以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
を
活
用
し
て
、
契
約
を
解

約
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

使
い
や
す
さ
を
最
優
先

〜
市
民
手
帳
電
子
版
〜

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
と
は

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
な
ど

で
申
し
込
み
や
契
約
を
し
た

時
、
契
約
書
を
交
付
さ
れ
た
日

か
ら
８
日
以
内
な
ら
、
消
費
者

か
ら
一
方
的
に
無
条
件
で
解
約

で
き
る
制
度
の
事
で
す
。
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中央図書館 

中央図書館北部分室 

中央図書館 

新しい本の紹介 

�65-2500　�65-1222

中央図書館中部分室 

5月のギャラリー
�陶芸こねこねサークル作品展：古賀靖

章＝4月30日�～5月11日�。ただし、3日（憲
法記念日）～6日�は除きます。�湯川正夫と
仲間の油絵展：湯川正夫＝13日�～18日��
陶芸、書とカリグラフィー２人展～童謡・唱
歌の世界～：舟田佳代＝20日�～25日��山
本賢二趣味の写真～写真と刺繍二人展～：山
本賢二＝27日�～6月1日�。ただし、30日�
は除きます。

5月の映画会
今月は、野球特集

です。
�10日…メジャー

リ ー グ � 1 7 日 …
フィールドオブド
リームス�24日…プ
リティリーグ�31日
…さよならゲーム
いずれも土曜日の

午前10時30分から

おはなし会
�5月10日�…腰折れすずめ�17日�…ぼく

にげちゃうよ�21日�…よくばりすぎたねこ
�24日�…さやえんどうじいさん�31日�…
とんだぬけさく
時間＝�水曜日…午後4時～4時30分�土曜

日…午後3時～3時30分
話し手＝�水曜日…図書館職員�土曜日…

図書館サークルのいろりの会

中央図書館 

中央図書館北部分室中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館北部分室 
北部住民センター内 
�63-0499　�63-7956

中央図書館中部分室 

おはなし会
�5月10日�…おいしいもののすきなくまさ

ん�17日�…きかんしゃやえもん�24日�…い
ばらぎどうじ�28日�…くれよんのくろくん�
31日�…マルチンとかぼちゃおばけのまほうの
たね�6月7日�…歯医者とけちんぼおとこ
時間＝水曜日…午後4時～4時30分�土曜日…

午前11時～11時30分
話し手＝�水曜日…図書館職員�土曜日…図

書館サークルおはなしバスケット

おはなし会
�5月14日�午後4時から…3びきのかわいい

オオカミ
話し手＝図書館職員

中央図書館 

中央図書館北部分室 

新しい本の紹介 

中央図書館中部分室中央図書館中部分室 中央図書館中部分室 
中部住民センター内 
�64-8833　�64-8820

毎週日曜日・祝日 
受付時間＝8：30～14：30 
場所＝保健センター内 

休日応急診療所開設のお知らせ 

日にち 

ポリオ 

三種混合 

種別 対象 

受付時間＝13：30～14：30 
場所＝保健センター　　　 
問合せ先＝健康推進課（�64-1334） 

予防接種の日程 

5月7日� 
5月8日� 
5月15日� 
5月22日� 
5月28日� 

12～1月生および申込者 
2～3月生まれおよび申込者 
4～6月生まれおよび申込者 
7～9月生まれおよび申込者 
10～11月生まれおよび申込者 

5月12日� 
5月6日� 6月生まれおよび申込者 

生後6～18か月の乳幼児で 

7月生まれおよび申込者 

中
　
央 

体
育
館 

北 

京田辺 
市役所 

市道草内薪線 

田辺西 
IC 国道307号 

府
道
八
幡
木
津
線 

至八幡市 

至
枚
方
市 

至木津町 至府道生駒井手線 

田辺 
中学校 

中央 
公民館 

消防署 

保　　健 
センター 

　
京
奈
和
自
動
車
道

P

駐車場 

※保健センター駐車場が満車の時は、上記の駐車場をご利用ください。 

保健センター駐車場の案内 

心配ごと 
相談 

田辺地方 
振興局 
�62-0173

田辺 
児童館 
�63-1081

普賢寺 
児童館 
�65-0153

児童 
福祉課 
�64-1377

地域子育て 
支援センター 
�62-0468

府民無料 
法律相談 

市民無料 
法律相談 

高齢者・障害者など対象
に福祉サービスの契約な
ど生活支援について 

60歳以上の人を対象 

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど 

乳幼児を除く市民を 
対象 

家でできる訓練の方法
や、内容について 
（来所も可） 

妊婦・乳幼児の相談、 
乳幼児の身体計測など 

弁護士による相談 
�5月16日�6月2日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く） 

成人を対象 
電話予約受付 

弁護士による相談 
5月16日電話予約受付 

地域福祉 
権利擁護 
相談 

南部 
法律相談
センター 

5月21日� 
13：30～15：00 
北部住民センター 

5月22日� 
13：30～15：00 
江津公民館 

5月13日� 
9：00～11：00 

保健センター（�63-2662） 

5月8日� 
9：00～11：00 
保健センター 

心配ごと 
出張相談 

毎週月曜日 
9：00～11：00 
保健センター 

5月19日� 
13：30～16：30 
田辺地方振興局 

�6月4日��6月18日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

老人健康 
相談 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～15：00 

田辺児童館 

毎週月曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

普賢寺児童館 

毎週月～金曜日 
9：00～12：00・13：00～16：30 

児童福祉課 

電話相談　毎週月～金曜日 
来所相談　毎週月曜日 
9：00～16：00

発達相談 

育児相談 

家庭児童 
相談室 

すくすく 
子育て 
相談 

健康相談 

リハビリ 
電話相談 

問合せ先 

京都 
弁護士会 
�075-231-2378

5月9日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

登記・相続・離婚問題
など（予約制） 

司法書士 
法律相談 

5月6日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般 
（予約制） 

弁護士に
よる無料 
法律相談 

5月26日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

5月20日� 
13：30～16：00 
大住ケ丘第2公民館 

5月30日� 
13：30～16：00 

老人福祉センター常磐苑 

毎週木曜日 
13：00～17：00 

CIKビル（近鉄新田辺駅西） 

5月6日�・15日�・26日� 
13：30～16：00 
社会福祉センター 

相談内容 
なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

相談名 

妊婦 
乳幼児 
相談 

成人健康 
相談 

相談名 

日時・場所 

相談内容 日時・場所 

問合せ先 

人権擁護委員・行政相
談委員による相談 

5月14日�中央公民館 
28日�三山木福祉会館 
13：30～16：00 広報 

広聴課 
�62-4343

健康 
推進課 
�64-1334 
�64-1335

ふれあい 
相談室 

土曜日 
なんでも 
相談 

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制） 

一人で悩まずどんなこ
とでもご相談を 
電話・FAX・来所可 

毎週月～金曜日 
9：00～16：00 
社会福祉センター 

5月17日� 
10：00～12：00 
社会福祉センター 

生活 
なんでも 
相談 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円） 

在宅看護に関する各種
相談、アドバイス 

5月21日� 
10：00～12：00 
北部住民センター 

在宅看護 
相談 

高齢 
福祉課 
�64-1377

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制） 

教育相談 
学校 
教育課 
�63-4488

社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど 

※相談日が祝日のときは、相談開催日を変更する場合が 
　ありますので各担当へお問い合わせください。 

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談 

毎週水・金曜日 
13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

消費生活 
相談 

産業 
振興課 
�64-1360

13：00～（松井ケ丘小学校の 
み9：00～） 

●8日� 桃園小学校 
●13日�大住小学校 
●15日�田辺東小学校 
●16日�三山木小学校 
●21日�田辺小学校 
●22日�松井ケ丘小学 

校・薪小学校 

相続税、贈与税などの
税金に関する問題全般
（予約制） 

税務相談 
5月15日� 

13：30～16：00 
社会福祉センター 

女性による女性のため
のカウンセリング 

5月15日� 
13：30～16：30 
市役所会議室 

女性の 
相談室 

政策 
推進課 
�64-1309

 

都
市
緑
化
募
金

運
動
に
ご
協
力
を

市
は
「
緑
を
守
り
、
増
や
し
、
育

て
る
」
た
め
、
４
月
１
日
�
か
ら
５

月
３１
日
�
ま
で
「
都
市
緑
化
募
金
」

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募
金
運
動
へ
の
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

集
ま
っ
た
募
金
は
、
公
共
緑
地
の

整
備
や
生
け
垣
の
樹
木
費
の
補
助
・

誕
生
記
念
樹
の
配
布
な
ど
、
身
近
な

地
域
の
緑
化
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
都
市
整
備
課
（
�

６４
・
１
３
４
６
）

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 6 ＞

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
開
き
ま
す

日
時
＝
６
月
８
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４
時

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の
人

定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
受
講
希
望
日
時
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

(
勤
務
先
・
学
校
名
な
ど)

と

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
希
望
」

を
、
返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏

名
を
書
い
て
田
辺
中
央
体
育
館

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
、
住
所
・
氏
名
を
書

い
た
は
が
き
を
同
体
育
館
に
直

接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
＝
５
月
１０
日
�
〜

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

団

員

を

募

集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
田
辺
第
１

団
は
、
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

内
容
＝
キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー

活
動
の
な
か
で
、
規
律
を
覚
え

て
自
立
す
る
子
ど
も
の
育
成
を

図
り
ま
す

問
合
せ
先
＝
▼
５
歳
か
ら
小

学
校
１
年
生
の
ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
…
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
田
辺

第
１
団
　
佐
野
（
�
６３
・
０
６

８
７
）
▼
小
学
校
２
年
生
〜
４

年
生
の
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
…
同
団

中
川
（
�
６３
・
０
３
９
２
）
▼

小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
２
年

生
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
…
同
団

福
井
（
�
６２
・
１
１
３
９
）

市
は
、
子
ど
も
の
主
張
大
会

を
開
き
ま
す
。

こ
の
主
張
大
会
は
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
日
ご
ろ
の
生
活

や
学
校
な
ど
で
考
え
て
い
る
こ

と
、
主
張
し
た
い
こ
と
な
ど
を

自
由
な
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
熱
い
思
い

に
耳
を
傾
け
、
お
互
い
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉

日
時
＝
５
月
２５
�
午
前
９
時

か
ら場

所
＝
田
辺
木
津
川
運
動
公

園

〈
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〉

日
時
＝
６
月
７
日
�
午
前
９

時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

内
容
＝
男
子
・
女
子
・
中
学

生
・
小
学
生
の
各
部

参
加
資
格
＝
チ
ー
ム
代
表
者

が
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
１８
歳
以
上
の
人
が
所
属
す

る
チ
ー
ム

参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
２
０
０

０
円し

め
き
り
＝
５
月
２３
日
�

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〉

日
時
＝
６
月
１
�
午
前
９
時

か
ら場

所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

内
容
＝
男
子
・
女
子
の
各
ダ

ブ
ル
ス

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
中
学
生
以
上

の
人

街
頭
で
の
犯
罪
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

田
辺
警
察
署
は
、
ひ
っ
た
く

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央中　央 
体育館体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 

中　央 
体育館 

国　際 
交　流 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

田
辺
中
央
体
育
館
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
体
力
を

総
合
的
に
測
定
し
、
専
門
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
目
的
に
合
わ

せ
た
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま

す
。開

催
日
＝
５
月
１０
・
１７
・
２４

日
�
、
１２
・
１９
・
２６
日
�

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育社 会 体 育  
協 　 　 会協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

社 会 体 育  
協 　 　 会  

水　道 下水道 国　際 
交　流 

市
民
総
体
の

参
加
者
募
集

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委
員

会
は
市
民
総
体
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
、
社
会
体

育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体

交通安全は家庭から  交通安全は家庭から  交通安全は家庭から  
ポカポカと暖かく、気持ちのいい季節になりました。 

ご家族で外出される機会も増えることと思います。 
『交通安全は家庭から』です。みなさん、交通事故 

ゼロでお過ごしください。 

【期間】5月11日�～20日� 
～さわやかな　笑顔が走る　京の春～ 

 
・子どもと高齢者の歩行中、自転車 
乗車中の交通事故防止 
・シートベルトとチャイルドシート 
の着用の徹底 
・暴走行為など悪質・危険な運転の追放 

重 点
 

田辺警察署　�63-0110

春の全国交通安全運動 

小・中学生の熱い思い 小・中学生の熱い思い 小・中学生の熱い思い 小・中学生の熱い思い 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

の
環
境
、
自
然
や
社
会
問
題
な

ど
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

田
辺
少
年
少
女
合
唱
団
「
コ
ス

モ
ス
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

コ
ー
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
１１
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

発
表
者
＝
市
内
の
小
・
中
学

生
（
１３
人
）

問
合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
承
認
証
を
お
持
ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の
割

合
利
用
料
＝
１
回
５
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
は
別
途
３
０
０
円
必
要
で

す
）申

込
方
法
＝
希
望
す
る
日
の

前
日
ま
で
に
、
田
辺
中
央
体
育

館
へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

育
館
内
）
へ
申
込
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。申

込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体

育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山

１９
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�

６２
・
１
５
０
１
、
�
６２
・
１
５

３
４
）

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・

通
勤
・
通
学
す
る
１８
歳
以
上
の

人
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円し

め
き
り
＝
５
月
１７
日
�

参
加
費
＝
１
組
１
０
０
０
円

し
め
き
り
＝
５
月
１６
日
�

り
・
車
上
狙
い
・
侵
入
盗
な
ど

の
街
頭
犯
罪
を
防
止
す
る
た

め
、
警
察
官
の
街
頭
犯
罪
防
止

強
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ

れ
、
街
頭
で
の
犯
罪
発
生
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
警
察
署

（
�
６３
・
０
１
１
０
）

２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、

�
６２
・
１
５
０
１
）

昨年の子どもの主張大会で発表された小・中学生のみ
なさん（中央公民館）

5月11日

4月1日から

北
部
地
域
の
安
全
確
保
へ

待
望
の
松
井
山
手
交
番
が
完

成
し
、
４
月
１
日
か
ら
業
務
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
同
交
番
は
、

人
口
増
加
の
著
し
い
北
部
地
域

の
安
全
安
心
を
図
ろ
う
と
、
市

が
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

業
務
開
始
に
先
立
ち
３
月
３１

日
、
大
住
地
域
の
各
自
治
会
の

代
表
者
ら
７
人
が
見
守
る
中
、

久
村
哲
市
長
か
ら
京
都
府
警
田

辺
警
察
署
の
高
田
会
計
課
長
に

交
番
の
鍵
渡
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。同

交
番
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
平
屋
建
て
６３
平
方
	
で
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
な
っ
て
い

る
ほ
か
、
こ
う
配
屋
根
を
採
用

し
た
和
風
様
式
で
地
域
景
観
と

調
和
し
た
あ
た
た
か
味
の
あ
る

建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
所
＝
山
手
東
１
丁
目
１
番

地
１電

話
番
号
＝
６２
・
１
０
１
１

久村哲市長（右から４人目）から交番の鍵を受け取る田辺警察署の高田会計課長

松
井
山
手
交
番
が
開
所

松
井
山
手
交
番
が
開
所 

松
井
山
手
交
番
が
開
所 

小・中学生の熱い思い 小・中学生の熱い思い 

子
ど
も
の
主
張
大
会

子
ど
も
の
主
張
大
会 

子
ど
も
の
主
張
大
会 

中央公民館 自由なテーマで13人が発表

京田辺市田辺沓脱14番地 
TEL65-4020

�京田辺市シルバー人材センター 

シルバー人材センターはこんな仕事をお引き受けします 

お困りのことがありましたら、まずお電話ください。 

親切・丁寧をモットーに作業します 親切・丁寧をモットーに作業します 

除 草 ・ 清 掃  

チ ラ シ 配 布  

施 設 管 理  

家 事 援 助  

植 木 の 剪 定  
営繕・大工仕事 
襖・障子・網戸張替 
各種屋内外軽作業 
ワープロ・パソコン・毛筆書 

固定資産税‥‥第1期 

●お忘れなく納付ください 

〈今月の市税など〉 

お申し込みは 

金融機関（郵便局含む）にて 

便利な 

市 納 
の は 

付 税 

軽自動車税‥‥全 期 
税務課（�64-1318） 

口座振替で 口座振替で 
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市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

行
政

の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
く
平

成
１５
年
度
市
政
協
力
員
の
み
な

村 田 耕 一 

前 川   宰 

河 内 弘 安 
葛 川 芳 弘 

長谷川 栄 治 

森   安 孝 

小 田   博 

岡 本 吉 信 
芝   裕 一 

山 田 美喜子 

九 里 修 作 
中 川 夛 平 

津 曲 日出男 

井 内 洋 之 

木 村 重 一 

中 川 維 員 
中 川   博 

大 冨   弘 

朝 來 正 彦 
中 川 美津夫 

奥 西 善 弘 

田 中 正 則 
星 名 ゆり子 

田 宮 照 久 

小 泉 藤 次 

木 原 嘉 幸 

西 村 信 行 
小 川 一 三 

寺 本 孫 一 
相 原   登 

木 村 利 男 

尾 7  愼一郎 
西 川   清 

中     宏 

保 田 昭 雄 
H  川 与四彦 

上 村 義 忠 
奥 西 弘 昌 

郡   角 治 
井 原   武 

平成15年度市政協力員のみなさん 
区・自治会名 氏     名 電話番号 

（敬称略） 

松  井  区 
西  八  区 
東  林  区 
岡  村  区 

63-6703

三  野  区 
山手東一丁目自治会 
山手南自治会 
松井ケ丘自治会 

健 康 ケ 丘 区  

花住坂自治会 
大住ケ丘連合自治会 

田  辺  区 
興  戸  区 

一休ケ丘自治会 
薪     区 
健康村自治会 

新興戸自治会 

新田辺西住宅自治会 

新田辺東住宅自治会 
河  原  区 

府営田辺団地連合自治会 

東     区 

飯  岡  区 
草  内  区 

高  木  区 

山  崎  区 
出 垣 内 区 

山  本  区 
二  又  区 

天  王  区 

打  田  区 
高  船  区 

水  取  区 
普 賢 寺 区 

同志社住宅地自治会 
多 々 羅 区 

南山東自治会 
南 山 西 区 

宮 ノ 口 区 
江  津  区 

62-7247

62-3252
62-2578

62-3328
62-0566
65-2302

62-7571
64-0637

63-4480
64-0346

090-8165-7294
62-4340

62-7162
62-1640

62-7467

62-1270

62-2631
62-8030

62-0903
63-1627

62-1643

62-1888
62-3353
62-6816

62-3350
62-2005

62-1056
62-0544

62-6975
62-2919
62-1100
62-3242

65-0310

63-2345
62-3047

62-9052

65-0245
65-0073
65-0537

京
田
辺
国
際
交
流
協
会
は

同
会
の
平
成
１５
年
度
総
会
記
念

行
事
と
し
て

ペ
ル

出
身
の

グ
ル

プ
?
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ

ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽
を
紹
介 

ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽
を
紹
介 

ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽
を
紹
介 

ペ
ル 

ペ
ル 

Ｔ
Ｕ
?
ケ
ル
マ
ン
ト

?
を

招
き

ペ
ル

の
ア
ン
デ
ス
地

方
民
族
音
楽
?
フ

ル
ク
ロ

レ
?
コ
ン
サ

ト
を
開
き
ま
す

日
本
で
も
お
馴
染
み
の
曲

?
コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
い
く
?

や
?
コ

ヒ

ル
ン
バ
?
な
ど

を
演
奏
し
ま
す

ま
た

同
地

方
の
民
族
楽
器
の
紹
介
も
し
ま

す
日
時

５
月
１８
日

午
後
２

時
３０
分
か
ら

場
所

中
央
公
民
館

出
演

Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ｕ
?
ケ
ル
マ
ン
ト

⋮
ペ

ル

出
身
の
５
人
グ
ル

プ)

参
加
料

無
料

た
だ
し

整
理
券
?
１
人
１
枚
?
が
必
要

で
す

定
員

先
着
１
５
０
人

申
込
方
法

電
話
ま
た
は

フ

ク
ス
で
代
表
者
の
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数

を
京
田
辺
国
際
交
流
協
会
事
務

局
へ
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

整
理
券
を

送
付
し
ま
す

し
め
き
り

５
月
１６
日

午

後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先

京
田
辺

国
際
交
流
協
会
事
務
局
?
秘
書

室
内

６４
・
１
３
２
２

６２
・
３
８
３
０)

さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

市
政
協
力
員
は

各
区
・
自

治
会
の
代
表
と
し
て
区
・
自
治

会
の
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と

め
る
な
ど

市
政
を
円
滑
で
効

率
的
に
進
め
る
た
め
に
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

く
わ
し
く
は

総
務
課
?

６４
・
１
３
２
６
?
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

桃
の
花
が
満
開
の
と
う
ち
く
の
里
に
春
を

告
げ
る
虚
空
蔵
さ
ん
の
?
十
三
ま
い
り
?
が

４
月
１３
日
に
大
住
虚
空
蔵
谷
の
お
堂
で
行
わ

れ
ま
し
た

今
年
は
１３
日
が
日
曜
日
と
重
な
り

好
天

に
も
恵
ま
れ

地
元
や
近
隣
市
町
村
か
ら
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た

?
十
三
ま
い
り
?
と
は

数
え
年
で
１３
歳

に
な
る
子
ど
も
が

１３
の
厄
難
を
払
い

知

恵
を
授
け
て
も
ら
う
よ
う
虚
空
蔵
菩
薩
に
お

参
り
す
る
伝
統
行
事

西
八
の
両
讃
寺
住
職
大
北
祐
生
さ
ん
が

お
堂
の
中
で
お
経
を
唱
え
た
あ
と

知
恵

の
浄
水

を

神
妙
な
顔
を
し
た
子
ど
も
た

ち
の
頭
上
に
つ
け

?
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励

む
よ
う
に
?
と
声
を
か
け
て
い
ま
し
た

とうちくの里に春を告げる とうちくの里に春を告げる 

消防団の入退団式が3月30日に中央公民館で開かれ、久村哲市長や小林

弘議会議長・柳田正廣団長をはじめ消防関係者ら約120人が出席しました。

式典では、柳田団長から新役員28人と新入団員18人に任命辞令が交付。

新入団員を代表して芝裕章さん（大住岡村）が「法令と良心に従い、忠実

に消防の義務を遂行することを誓います」と力強く宣誓し、防災への意気

込みを表明しました。

また、17人の退団者には感謝状や記念品を贈り、長年の労をねぎらいま

した。

消防団入退団式

新団員18人を迎える

虚
空
蔵
さ
ん
で
知
恵
も
ら
い

４
月
１７
日

普
賢
寺
地
区
で

幼
稚
園
と
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
が
?
菜
の
花
摘
み
?
を
楽
し

み
ま
し
た

参
加
し
た
の
は

普
賢
寺
幼

稚
園
の
３

５
歳
児
３０
人
と
普

賢
寺
小
学
校
の
１
・
２
年
生
２６

人

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ

汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気

子
ど
も

の
背
丈
ほ
ど
に
伸
び
た
菜
の
花

畑
の
中
で

?
こ
ん
な
に
い

ぱ
い
と
れ
た
?
と
歓
声
を
あ
げ

な
が
ら

子
ど
も
た
ち
は
?
菜

の
花
摘
み
?
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た今

回
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

た
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
の
駅

長
山
下
壽
一
さ
ん
は

?
昔
な

が
ら
の
菜
の
花
摘
み
を
子
ど
も

た
ち
に
も
体
験
し
て
ほ
し
い
?

と
話
さ
れ

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た

子
ど
も
た
ち
は
袋
い

ぱ
い

に
菜
の
花
を
採

た
後

摘
ん

だ
ば
か
り
の
花
を
使

た
菜
の

花
の
お
ひ
た
し
と
タ
ケ
ノ
コ
ご

は
ん
の
お
む
す
び
を
ほ
う
ば

て
い
ま
し
た

普賢寺ふれあいの駅で菜の花摘み

お
ひ
た
し
で
味
わ
う

１８
日
に
中
央
公
民
館
で
コ
ン
サ

ト

コンサートに出演するペルー出身のグループ「ＫＥＲＵ
ＭＡＮＴＵ」のみなさん

神
妙
な
顔
で
住
職
か
ら
?
知
恵
の
浄
水
?
を
受
け
る
子

ど
も
た
ち
?
大
住
虚
空
蔵
谷
?

市
政
協
力
員
決
ま
る

市
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役

柳
田
消
防
団
長
?
右
?
に
力
強
く
宣
誓
す
る
芝
裕
章
さ
ん

京 田 辺
国際交流協会

職
務
を
忠
実
に

職
務
を
忠
実
に

職
務
を
忠
実
に

咲き誇った菜の花を摘み取る子どもたち（普賢寺ふれあいの駅）


